








研究目的 

過去数年にわたる当班の研究で,妊婦のヘルペスウイルス(HSV)初感染または再発が胎児に

及ぼす影響はほとんど問題にならないほど稀である一方,無抗体児の新生児 HSV 感染が恐

るべき危険を及ぼすという現実問題がクローズアップされてきた。この致死的新生児感染

を予防するには,第一に妊婦の血清中の HSV 中和抗体を調べてその陰性者には出産児の隔

離その他特別な注意をすること,第二には特に産婦の陰部 HSV 感染が疑われる場合に迅速

な診断を下して帝王切開指示などの適切な処置をとること,そして第三には妊婦にワクチ

ンを用いて IgG 抗体を作らせ間接に胎児を守ることが考えられる。とくに最後のワクチン

に関しては,1型 HSV抗体保有妊婦の子は両型HSVの新生児期感染に可成り抵抗力のあるこ

とが知られている。)たゞワクチンに関しては生ワク不活化ワクチンとも癌原性を危惧して

,サブユニットワクチンの開発が行われている。この点も検討した。 

今回とくに意を用いたのは迅速で正確な診断法で,これは顕性感染者のみならず,不顕性感

染者の唾液や膣分泌液あるいは回帰的にそれら分泌液に出てくるウイルスをも適確にとら

えるためにマイクロ中和法を用いて患部材料の直接中和同定法を試みて著しく良い成績を

得た。 


